
　

１
９
７
８
年
に
開
校
し
た
八
千
代
松
陰
高

校
は
、現
在
で
は
生
徒
数
2
0
0
0
人
近
い

規
模
の
学
校
だ
。
併
設
中
学
校
も
あ
り
、両

校
で
東
京
ド
ー
ム
3
つ
分
に
相
当
す
る
広
大

な
学
校
敷
地
を
も
つ
。

　

同
校
の
モ
ッ
ト
ー
は「
文
武
両
道
」。
学
習

面
で
は
、最
大
９
段
階
の
習
熟
度
別
授
業
や
、

大
幅
な
選
択
科
目
制
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
の

特
色
あ
る
ス
タ
イ
ル
に
よ
り
、大
学
進
学
を

中
心
と
し
た
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
進

路
実
現
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、ク
ラ
ブ
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、50
以
上
あ
る
ク
ラ

ブ
の
う
ち
全
国
大
会
出
場
レ
ベ
ル
が
い
く
つ

も
あ
る
。
創
立
か
ら
40
年
間
で
、「
進
学
校
」

「
ク
ラ
ブ
強
豪
校
」と
し
て
の
評
価
を
着
実

に
高
め
て
き
た
。

　

そ
う
し
た
躍
進
は
、も
ち
ろ
ん
教
員
の
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
こ
と
だ
。し
か

し
、近
年
、生
徒
の
家
庭
環
境
や
地
域
社
会

の
変
化
に
伴
い
学
校
へ
の
期
待
・
要
求
が
ア
ッ

プ
し
、進
路
指
導
が
複
雑
化
・
多
様
化
す
る

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
に
よ
っ
て
教

「
あ
り
た
い
教
員
像
」を
繰
り
返
し
共
有
し 

裁
量
権
を
も
っ
た
チ
ー
ム
で
課
題
解
決
に
あ
た
る 

員
の
多
忙
化
が
進
行
。
同
校
の
課
題
の
一つ

と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

 

「
本
校
に
は
、生
徒
の
た
め
に
は
無
理
を
顧

み
ず
仕
事
に
打
ち
込
む
先
生
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。し
か
し
、管
理
職
と
し
て
そ
れ
に
甘
え

て
い
て
は
い
け
な
い
。
心
身
と
も
に
健
康
で
い

ら
れ
る
環
境
整
備
を
進
め
る
必
要
を
感
じ

て
い
ま
す
」（
竹
川 

威
校
長
）

　

教
員
の
多
忙
化
に
対
し
、同
校
は
さ
ま
ざ

ま
な
手
を
打
っ
て
き
た
。

　

例
え
ば
、放
課
後
に
時
間
を
取
る
職
員

会
議
は
、各
学
期
の
始
ま
り
と
終
わ
り
の
み

に
実
施
。
教
員
間
の
情
報
共
有
は
毎
朝
10

分
間
で
効
率
良
く
進
行
さ
せ
る
朝
礼
に
集

約
し
て
い
る
。

　

情
報
面
で
は
、早
い
時
期
か
ら
教
員
1
人

に
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
環
境
を
整
え
る
と
と
も

に
校
務
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、業
務
効
率
化

を
推
進
。
昨
年
か
ら
は
、生
徒
も
含
め
、よ
り

素
早
く
柔
軟
に
情
報
の
伝
達
や
共
有
が
で

き
る
グ
ー
グ
ル
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し

て
い
る
。
今
年
度
の
新
入
生
か
ら
は
全
員
が

ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
を
購
入
し
、さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
幅
を
広
げ
て
い
く
計
画
だ
。
井
上 

勝
副
校
長
は「
今
後
、教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
で

作
っ
て
い
た
教
材
を
シ
ェ
ア
す
る
な
ど
、一
層
、

合
理
化
が
進
む
だ
ろ
う
」と
期
待
を
寄
せ
て

い
る
。

　

組
織
・
勤
務
体
制
面
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
を
行
っ
て
い
る
。
高
校
に
比
べ
中
学
を
担

当
す
る
教
員
の
業
務
量
が
多
い
傾
向
が
あ

る
こ
と
か
ら
、今
年
度
か
ら
中
学
担
当
教
員

の
授
業
コ
マ
数
を
こ
れ
ま
で
よ
り
最
大
６
コ

マ
減
ら
し
平
準
化
を
図
っ
た
。ま
た
、部
活
動

に
時
間
を
割
い
て
休
み
が
取
り
に
く
い
教
員

が
多
い
な
か
、面
倒
な
手
続
き
を
せ
ず
１
時

間
単
位
で
休
み
が
取
れ
た
り
、早
く
出
勤
し

た
教
員
は
定
時
前
に
退
勤
可
能
と
す
る
な

ど
、勤
務
の
柔
軟
性
を
高
め
て
い
る
。

　

外
部
の
力
の
活
用
に
も
積
極
的
だ
。
例

え
ば
、ク
ラ
ブ
活
動
で
は
現
在
9
ク
ラ
ブ
13

人
の
外
部
コ
ー
チ
を
採
用
。
授
業
の
補
助
に

は「
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
」を
導
入
し
、補
習
の

負
担
軽
減
に
役
立
て
て
い
る
と
い
う
。

　

も
う
一つ
注
目
し
た
い
の
が
、竹
川
校
長
が

1978年創立／普通科／生徒数1983人（男子1053人・女子930人）／進路状況（2017年3月実績）大学583人・短大
20人・専門学校43人・就職９人・その他120人／教職員（管理職含む）115人

取
材
・
文
／
藤
崎
雅
子

推
進
す
る
現
場
裁
量
権
の
拡
大
だ
。こ
れ
は

「
生
徒
か
ら
何
か
尋
ね
ら
れ
た
時
に
上
に
判

断
を
仰
ぐ
の
で
は
な
く
、自
分
な
り
の
判
断

で
答
え
ら
れ
る
先
生
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
、

生
徒
の
た
め
を
第
一
に
考
え
て
行
っ
て
い
る

こ
と
だ
が
、結
果
的
に
教
員
の
働
き
や
す
さ

に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

ま
ず
、通
常
業
務
に
お
い
て
は「
管
理
」を

最
小
限
に
と
ど
め
、現
場
判
断
を
尊
重
。
生

徒
の
た
め
に
な
る
と
思
え
ば
管
理
職
に
も

意
見
が
言
え
る
、風
通
し
の
良
い
組
織
づ
く

り
が
心
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

 

「
平
時
に
管
理
職
は
い
ら
な
い
。
平
時
か
ら

現
場
の
先
生
を
管
理
し
よ
う
と
す
る
と
、管

八千代松陰高校の働き方改善のステップ

●生徒を第一に考えた教員のスキルアップに力を入れている
●家庭環境、地域社会からの要望、社会動向、進路環境など、
　さまざまな環境変化への対応により教員が多忙化
●担当による業務負担の偏りがあった（中学担当者の多忙）

◎業務時間削減を目指し職場環境を整備
●教職員会議の効率化
●時代の流れに合わせたＩＣＴ化による業務効率化
●中学担当教員の授業時間を減らし、担当による業務量の
違いを平準化

●休暇取得や早退を促進する勤務制度の柔軟化
●部活動や補習などにおける外部人材・サービスの活用
◎現場裁量権を拡大し、非常時にもチームでスピーディに
　対応する組織づくりを推進

背景
課題

実 施

学校データ

40
年
間
で
躍
進
し
た

文
武
両
道
の
進
学
校

背
景
と
課
題

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
業
務
量
調
整
な
ど　

多
岐
に
わ
た
っ
て
業
務
改
善

取
り
組
み

平
常
時
は
現
場
判
断
を
尊
重
し

非
常
時
は
チ
ー
ム
で
対
応

副校長
井上 勝先生

校長
竹川 威先生

「多忙」とどう向き合うか
教員の多忙化解消には、勤務時間の削減しか手立てがないのでしょうか？
ここでは、あえて何かを加えることで教員の多忙化・多忙感の解消に取り組み、
成果をあげる５つの学校の異なる取り組みをご紹介します。
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理
職
に
も
の
が
言
い
に
く
く
な
り
、『
生
徒
の

た
め
の
先
生
』が
育
ち
ま
せ
ん
。で
す
か
ら
現

場
の
先
生
に
は
、自
分
で
良
い
と
判
断
し
た

ら
ど
ん
ど
ん
や
る
よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。

先
生
方
が
生
徒
に
答
え
た
こ
と
は
、た
と
え

私
自
身
の
考
え
と
違
っ
て
い
て
も
、『
校
長
の

答
え
』と
し
て
扱
い
ま
す
」（
竹
川
校
長
）

　
一
方
、非
常
時
に
は
現
場
の
教
員
1
人
に

抱
え
込
ま
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
生

徒
の
問
題
行
動
や
保
護
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム

な
ど
の
問
題
発
生
時
、担
任
は
速
や
か
に
学

年
部
長
に
報
告
し
、必
要
に
応
じ
て
教
頭
と

も
相
談
し
な
が
ら
、チ
ー
ム
で
解
決
に
あ
た

る
の
が
通
例
に
な
っ
て
い
る
。

 

「
突
発
的
な
問
題
を
担
任
1
人
が
背
負
う

の
は
、精
神
的
に
も
相
当
な
負
担
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
得
意
分

野
を
も
っ
た
教
員
チ
ー
ム
で
対
応
す
る
こ
と

で
、ス
ピ
ー
デ
ィ
に
解
決
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、ク
レ
ー
ム
が
学
校

に
対
す
る
信
頼
感
へ
と
変
わ
る
例
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
」（
竹
川
校
長
）

　

こ
の
よ
う
に
現
場
に
権
限
移
譲
で
き
る

理
由
の
一
つ
に
、同
校
教
員
間
に
共
通
の
判

断
軸
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

同
校
に
は
竹
川
校
長
が
常
に
示
す「
教
職
員

と
し
て
あ
り
た
い
姿
」が
あ
る（
図
１
）。そ
の

内
容
は
、職
場
を
大
切
に
し
愛
す
る
こ
と
や
、

世
代
間
で
高
め
合
う
こ
と
な
ど
、シ
ン
プ
ル

な
言
葉
で
表
現
さ
れ
た
５
項
目
。
学
期
の
初

め
と
終
わ
り
に
竹
川
校
長
の
思
い
と
と
も
に

全
教
員
に
語
ら
れ
る
な
ど
、頻
繁
に
話
の
引

き
合
い
に
出
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
各
教

員
の
胸
に
刻
み
込
ま
れ
、日
常
的
に
何
か
を

判
断
す
る
際
の
指
針
と
な
っ
た
り
、部
長
ク

ラ
ス
の
教
員
が
若
手
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
る
際

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
使
わ
れ
た
り
し
て
い

る
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
同
校
の
取
り
組
み
は
、教
員
の

「
働
き
や
す
さ
」に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
同
校

の
柔
軟
性
の
高
い
勤
務
制
度
の
下
、教
員
は

各
自
の
裁
量
で
業
務
を
調
整
。
画
一
的
な
勤

務
時
間
短
縮
の
強
制
は
意
欲
を
そ
ぐ
こ
と

に
も
な
り
か
ね
な
い
が
、同
校
で
は
業
務
量

削
減
に
向
け
た
意
識
を
高
め
つ
つ
、そ
れ
自

体
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
る
ほ
ど
で
は
な
い
よ

う
だ
。
さ
ら
に
、現
場
裁
量
で
動
け
る
こ
と

が
判
断
・
対
応
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
、ま
た
、い

ざ
と
い
う
時
も
チ
ー
ム
体
制
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、経
験
の
浅
い
教
員
の
安
心
感
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
欲
を

発
揮
す
る
、働
き
や
す
い
職
場
環
境
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　

今
後
の
施
策
に
つ
い
て
は
、「
勤
続
20
年
で

1
年
間
休
ま
せ
る
ぐ
ら
い
の
制
度
が
あ
っ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
」と
竹
川
校
長
。
こ
れ

か
ら
も
教
員
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

各
自
の
ペ
ー
ス
で
働
き
や
す
く

安
心
感
が
も
て
る
職
場
に

改
善
に
よ
る
効
果

部員100人超のクラブもある。顧問だけでは
指導しきれないクラブは外部コーチを採用。

習熟度別授業は「ポイントを絞れるので授業
がしやすい」と効率面の効果もある。

竹川校長から教職員へ定期的に伝えていること図1

授業数が減って生徒理解が進んだ

校長の言葉を常に念頭に置いて

自分で時間をコントロールできている

要請事項

教職員の心構え

1つ 自分の職場を大切になさり、愛してください

2つ まず我々教職員が夢と理想を持ちましょう

3つ 仕事を選ばないでください。生徒も選ばないでください

4つ 世代間を越えて高め合い、刺激し合って、
それを組織に生かしてください

5つ 良い先生になってください

「人心を大切に、約束を大切に、組織を大切に」を徹底

　初任で本校にやってきて４年。ずっと中学校に所属していま
す。今年度から担当授業数が３コマ減り、その分、生徒の様子
がよく見られるようになりました。生徒の状況が把握でき、保護
者面談での話題も増えています。
　クラス運営ではたびたび迷う局面に出くわしますが、学年部
長や生活指導部長、教頭などにすぐ相談し、速やかに解決で
きるように心掛けています。どの先生も相談すれば必ずサポー
トしてくださるので、日々安心して仕事ができありがたいです。  
 （英語科 田中楓子先生）

　柔道経験を生かして柔道部の顧問をしています。休みは少
ないですが、好きな競技に関われているのでやりがいがありま
す。また、校長が話す５つの「要請事項」は教員に浸透しており、
私自身も「良い先生になってください」などが日常ふと頭をよぎ
ったり、教員として原点にかえって判断する必要があるときの
参考になったりしています。 （保健体育科　吉原 寛先生）

　ちょっと時間ができれば1人でも多くの生徒の個別対応など
をしている状況です。また、日曜日に授業の準備をして1週間
の見通しを立てておくなど、自ら休みを削ることも。それをしない
と行き当たりばったりになってしまい、気持ちの面で慌ただしくス
トレスを感じるからです。業務時間の問題というより、いかに自
分で時間をコントロールできているかが、負担感に影響してい
るのかもしれません。
　一方、学校全体には「早く帰ろう」という空気を感じます。特
に年配の先生方があえて大きな声で「お先に失礼します」と言
って帰られたり、周囲を促してくださるので、若手の先生も早く
帰りやすいのではないでしょうか。（英語科 佐藤暢高先生）

現場裁量権の拡大

チーム体制 ビジョン提示

働き方改善につなげるためのポイント

現場裁量権を拡大することは、現場の判断・対応スピードを高める効果がある一
方で、教員個人の独自の考えだけでの判断や場当たり的な対応で混乱を招くこ
とも懸念される。その点、八千代松陰高校では、「教員のありたい姿」として共通
の価値観が浸透しており、また、非常事態にはチームであたる体制ができている
ため、教員個人のぶれを小さく抑えられている。現場裁量権拡大の効果を十分に
引き出している事例といえるだろう。

PickUp
キーワード

「多忙」とどう向き合うか…八千代松陰高校

「働き方改革」で、どこへ向かう？
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